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	現地調査結果（庄川扇状地の地下水現況）
	地下水利用アンケート結果
	
	
	井戸の分布は砺波平野全域に拡がっており、そのほとんどが利用されている。（図 2-1�3参照）
	井戸深度分布は、庄川扇状地の盆状構造を反映して扇央部で深くなる傾向がある。一方扇状地上流域並びに射水低地では、水理地質構造により丒
	用途別に見れば、生活用水（飲料水を含む）が約8割を占め、次いで消雪用途となる。生活用水のうち飲料水は約5割を占める。�
	井戸障害は、約1割程度の井戸でみられた。障害の多くは、地下水位低下で、次いで井戸枯れである。（図 2-1-2・図 2-1


	アンケート調査概要
	地下水の利用実態
	
	井戸深度の分布状況を見ると、砺波平野上流域（福光町･城端町・井口村・井波町・庄川町），射水低地（新湊市・下村・
	・　砺波平野上流域では、基盤岩の分布深度が浅いため、深度20m以浅の井戸がほとんどである。
	射水低地では、深度20～50mの井戸が多く分布している。当地域では地表から粘性土主体層が層厚20～40m程度で分布しており、井戸の�
	砺波平野のほぼ中央部（庄川と小矢部川の間）である庄川扇状地扇央部に深度100m以上の井戸が集中している。これは、扇状地の瘃
	用途別に見ると、生活用水が約8割であり、その内の約5割が飲料水としても利用されている。利用地域は砺波平野ほぼ全域に広がっている。（図
	回答井戸の約1割で何らかの井戸障害が報告されている。（図 2-1-2・図 2-1�6参照）その多くは地下水位に伴う取水障害！







